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①国内有数の症例蓄積
 難治例を含む100例以上の診療

 連続データの確⽴

 生体サンプルの取得

②臨床研究の実装・遂⾏
 FcRn阻害薬

エフガルチギモドを中心
とした前向き臨床研究の
実装

③バイオマーカーの探求
 病勢・予後予測バイオマーカーの欠如

 ⾎清サンプルを利⽤
した診断・予後予測
手法の開発

④「疲れやすさ」の解決
 免疫・創薬単独では直ちに対処困難な

難治性MG患者さんの変動する「疲労」

 患者連続データとデジタルバイオマーカ
ーを融合した、疲労予測手法の開発
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「私の研究（関心事）はこんな感じです。」
“This is what I'm working on!”

重症筋無力症(MG)の治療最適化を目指した研究を行っています。
MGは神経・筋接合部に対し自己抗体が産生されることにより発
症する自己免疫疾患であり、筋の易疲労性(疲れやすさ)により

様々な障害を生じます。有力なバイオマーカーがないなか、定量
化の難しい「疲れやすさ」を評価・克服するために、臨床研究、
免疫学、生理学的視点から多角的にアプローチしています。
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「こんなこと知りたい、話し合いたい！」
“What I’d like to explore and discuss together!”

1. 診察では縦断的評価が難しい患者さんの「疲れやすさ」「活動
量」を定量化するデジタルバイオマーカー技術について教えて
ほしい！

2. 既存の治療アプローチでは直ちに解決困難な難治性MG患者さ

んの「変動する疲労」を、連続データを用いた機械学習で予測
する社会実装可能なシステム開発について議論したい！



「このことなら私に聞いて」
“This is my area — feel free to ask!”

1. MGをはじめとする神経免疫疾患の臨床データ収集手法（MG症
例100名以上へのアクセス・データベースあり）

2. 臨床研究（前向き介入試験を含む）の実装・遂行能力

3. MG症例70例の、臨床情報と紐づけられた血液サンプルへのア
クセス


